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2021 年 12 月５日（日）「信仰の一致	〜愛による多様性の理解〜」	

 
ガラテヤ 2:6-10	

 6 おもだった人たちにしても――彼らがそもそもどのような者であったにせよ、私には問題

ではありません。神は人を分け隔てなさいません――、実に彼らは私に何も課すことをしませ

んでした。 7 それどころか、ちょうどペトロが割礼を受けた者への福音を委ねられているよう

に、私が割礼を受けていない者への福音を委ねられていることを認めました。 8 ペトロに働

きかけて彼を割礼を受けた者への使徒としてくださった方は、私にも働きかけて異邦人への

使徒としてくださったのです。 9 私にこのような恵みが与えられたのを認めて、ヤコブとケファ

とヨハネ、つまり柱と目されるおもだった人たちは、私とバルナバに交わりのしるしとして右手

を差し出しました。こうして私たちは異邦人へ、彼らは割礼を受けた人々のところに行くことに

なったのです。 10 ただ、私たちがこれからも貧しい人たちを顧みるようにとのことでしたが、

私はこのことのためにも大いに努めてきたのです。 

 

【序論】 

 

	 前々からの計画では、10月 31日の宗教改革記念日にこの箇所からメッセージをした

いと考えておりましたが、１ヶ月ほどずれ込む形となってしまいました。1517 年 10

月 31日は、マルチン・ルターが「95か条の提題」をヴィッテンベルク城教会の門に貼

り出した日として有名であり、これが「宗教改革記念日」として定められるようになり

ました。実際には（ウィクリフやフスなど）ルターの先駆けとなる宗教改革者たちが既

にちらほらと現れていましたが、16 世紀宗教改革はやはりルターから始まったと言え

るでしょう。この日から構築されていった宗教改革の理念を振り返るのに、ガラテヤ書

は最もふさわしい書と言えます。私自身も「聖書のみ」「信仰義認」「万人祭司」という

宗教改革の三大原理に立って教会形成を進めようとしていますが、特にプロテスタント

内には多くの教団教派があるため、すべてにおいて一致することは不可能です。しかし、

教理において違うところがあったとしても、同じキリスト者として協力し合うことは可

能です。この関係を健全に築くためには、考え方における共通点と相違点を明らかにし

ておく必要があるでしょう。お互いを知った上で、どの部分で一致できるかという地点

に立つことができるからです。一緒にやっていけるかどうかの基準として、先の宗教改

革の三大原理は試金石となります。そこから派生する枝葉の部分は、ある程度の多様性

が認められてよいはずです。他者と対話するためには、自分自身を知ることと相手を知

ることが重要であります。 
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【本論】 

 

	 今日は２章の続き、パウロがバルナバとテトスを伴ってエルサレム教会へ赴き、異邦

人もそのままの姿（無割礼のまま）で救われるという「恵みの福音」を確認し、公的な

承認を得た場面です。これは、使徒 15章に出てくる有名な「エルサレム会議」です。 

 

本論１．エルサレム教会の権威筋 

 

おもだった人たちにしても――彼らがそもそもどのような者であったにせよ、私には問題

ではありません。神は人を分け隔てなさいません――、実に彼らは私に何も課すことをし

ませんでした。（2:6） 

この個所においてパウロは何度か「おもだった人たち」という表現を使いますが、これ

はユダヤ人で構成されているエルサレム教会のリーダーたちを指します。９節では具体

的に「ヤコブとケファとヨハネ」という名前が出てきますが、ヤコブとは主イエスの弟の

ヤコブ、ケファはペテロ、ヨハネはゼベダイの子のヨハネを指すと思われます。この中

でペテロとヨハネは主イエスの直系の弟子たちであり、ペテロは「この岩の上にわたし

の教会を建てよう」（マタイ 16:18）と言われたほどの重要人物、ヨハネは自ら「イエス

が愛された弟子」と連呼するほど（例：ヨハネ 21:20）主イエスとの深い関係にあった

人です。ヤコブはこのとき既にエルサレム教会の内政を担っており、伝承によれば最後

は大祭司アナノス二世によって律法違反の廉で殉教したと言われています。 

	 このように、エルサレム教会の錚々たるメンバーの名前が挙げられながら、パウロは

彼らについて「彼らがそもそもどのような者であったにせよ、私には問題ではありません」と

加えるのです。少なくとも、エルサレム教会の信徒たちはこの三人の指導者を尊敬して

いたと思いますし、殊に主イエスと直接的交わりがあったということから、中には崇拝

してしまうような人もいたかもしれません。この傾向は、現在もカルト的な教会に現れ

やすい問題です。パウロはそのような「人間的優位性」を端
はな

から問題にせず、「福音と

は何か」「福音がもたらす自由とは何か」という真理にのみ集中します。「神は人を分け

隔てなさいません」と訳された部分は直訳すると「神は人の顔（πρόσωπον）を受け入れ

ない」であり、神が表面的な事柄には無関心であられることをよく表現しています。神

が見られるのは「心」であり、宣べ伝えられている福音の内容こそが重要なのです。無

名の牧師であったとしても、福音の真理が語られているのであれば、その「言葉」には

価値があるでしょう。その「福音のメッセージ」は人間の地位や名誉にはまったく依存

しません。 
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本論２．エルサレム会議での決議 

 

	 「実に彼らは私に何も課すことをしませんでした」とは、「ヤコブとケファとヨハネ」がパウ

ロの主張する「恵みの福音」に対して完全に合意したことを意味し、神の恵みに対して

人間は何も加えることはできないというところで一致したことを表しています。これは、

実際のエルサレム会議でのやりとりを見るとよく理解できるでしょう。 

議論を重ねた後、ペトロが立って言った。「兄弟の皆さん、ご存じのとおり、ずっと以前に、

神は、あなたがたの間で私をお選びになりました。それは、異邦人が私の口から福音の言

葉を聞いて信じるようになるためです。人の心をお見通しになる神は、私たちに与えてくだ

さったように異邦人にも聖霊を与えて、彼らを受け入れられたことを証明なさったのです。

また、彼らの心を信仰によって清め、私たちと彼らとの間に何の差別もなさいませんでした。

それなのに、なぜ今あなたがたは、先祖も私たちも負いきれなかった軛を、あの弟子たち

の首に掛けて、神を試みようとするのですか。私たちは、主イエスの恵みによって救われる

と信じていますが、これは、彼ら異邦人も同じことです。」 

（使徒 15:7-11／下線：奥村） 

この後、ヤコブも立ってペテロの発言に加えます。 

《前略》それで、私はこう判断します。神に立ち帰る異邦人を悩ませてはなりません。た

だ、偶像に供えて汚れた物と、淫らな行いと、絞め殺した動物の肉と、血とを避けるよう

にと、手紙を書くべきです。」（使徒 15:19-20） 

ここでは「偶像に供えて汚れた物と、淫らな行いと、絞め殺した動物の肉と、血とを避けるよ

うに」という条件が加えられていますが、これはユダヤ人キリスト者につまずきを与え

ないようにという配慮であって、それを「救いの条件とする」ということを言っている

のではありません。「救いは異邦人にも無条件に与えられる。その原則を守りつつ、隣

人に対して配慮をして歩んでいきましょう」というのがヤコブの結論です。 

	 ここには、ユダヤ人からキリスト者になった者と、異邦人からキリスト者になった者

のバックグラウンド的な相違が現れているでしょう。異邦人にとって何でもない行為が、

ユダヤ人にとっては嫌悪すべきものである可能性があるのです。それは、旧約聖書とい

う土台を持っているかどうかによって生じる違いです。これは、現代の私たちにおいて

も言えることかもしれません。「これは罪ではないから」ということで当たり前に行な

っていることが、ある人にとっては見ていて堪え難いものである可能性がある。そのこ

とを知ったときに、行為者には愛と配慮をもった判断が必要になるということです。こ

れは、最初に申し上げた「理解し受け入れ合うべき相違点」と言えるでしょう。 
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本論３．宣教の役割分担 

 

それどころか、ちょうどペトロが割礼を受けた者への福音を委ねられているように、私が

割礼を受けていない者への福音を委ねられていることを認めました。ペトロに働きかけて

彼を割礼を受けた者への使徒としてくださった方は、私にも働きかけて異邦人への使徒

としてくださったのです。（2:7-8） 

福音の内容、「信仰義認」の原則においてエルサレム教会と異邦人教会は合意しました。

割礼を受けていようがいまいが、人が救われるのは神の恵みによる。この真理さえ損な

われなければ、キリスト者はどの教団教派に属する者であったとしても、その部分で一

致できるはずです。パウロは更に、同じ使命に生きる使徒たちが、同じ真理を握りしめ

ながら、異なる働き場所へと召されていく重要性を加えます。ここでは「ペトロが割礼

を受けた者への福音を委ねられている」「私が割礼を受けていない者への福音を委ねられて

いる」と述べることで、ペテロの役割はユダヤ人伝道、パウロの役割は異邦人伝道だと

いうことが明確化されました。これは言わば「宣教の役割分担」であり、遣わされる場

所、宣べ伝えるべき対象が違うだけであって、両者に優劣はなく、互いの働きを尊重し

合うべきことが教えられています。 

	 西東京市は日本でも最も教会が多い地域の一つと言われていますが、地域の牧師会に

参加すると様々な教団教派に属する先生方とお会いすることになります。この交わりは

先代の時期にスタートしたようですが、当初は教団教派の違う教会で交わりを持つこと

になかなか理解が得られないところもあったそうです。特に、過去に何かしらの教会間

のしがらみが生じていたり、ライバル関係にあったりすると、交わることは難しくなる

でしょう。しかし、参加してみて、牧師たちが互いの多様性を認め合って共に祈るとこ

ろには、確かに大きな力が働くことを感じます。私自身もこの牧師会によって本当に助

けられた経験があり、心から諸教会の祝福を祈るものであります。 

	  

本論４．交わりのしるし（握手、献金） 

 

私にこのような恵みが与えられたのを認めて、ヤコブとケファとヨハネ、つまり柱と目される

おもだった人たちは、私とバルナバに交わりのしるしとして右手を差し出しました。こうして

私たちは異邦人へ、彼らは割礼を受けた人々のところに行くことになったのです。（2:9） 

ここで重要なことは、手を差し出しているのは（パウロではなく）エルサレム教会の指

導者たちであるということです。この方向性がなぜ重要であるかというと、それはパウ

ロが何か媚びを売るようにして「認めてもらった」のではないということの証であるか
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らです。このことをなぜパウロがわざわざ書いているかというと、それはガラテヤ教会

の反対者たちの「パウロはエルサレム教会の権威に認めてもらったのだ」という口を封

じるためです。この「交わりの締結」はむしろエルサレム教会の使徒たちが求めたので

あって、両者に優劣はなく、「承認」ではなく「合意」であったということをパウロは

理解してもらいたいのです。７節で「認めた」という言葉が出てきますが、原文では「見

る」「知る」を意味する「ἰδόντες」であり、決して上からの承認などではありません。

共に宣教に従事する者たちが了解し合ったというニュアンスです。 

	 「こうして私たちは異邦人へ、彼らは割礼を受けた人々のところに行くことになったのです」。

パウロは基本的に異邦人に向けて、ペテロは基本的にユダヤ人に向けて伝道していくこ

とで「役割分担」が明確化されました。しかし、ここで読者が忘れてはならないことは、

役割分担をしたからといって、両者が相手の役割に踏み込む可能性がないということで

はありません。事実、ペテロはローマの百人隊長に福音を語る機会がありましたし（10

章）、パウロは常に町のユダヤ会堂を拠点として新しい地の伝道を進めています。 

	 もう一点、パウロがエルサレム教会に対して心を配っていた点が補足されていますの

で、最後に 10節を見ておきましょう。 

ただ、私たちがこれからも貧しい人たちを顧みるようにとのことでしたが、私はこのことの

ためにも大いに努めてきたのです。 

パウロが終生大切にした奉仕として、貧困の中にあるエルサレム教会を経済面で支える

という働きがありました。異邦人の諸教会から献金を集め、エルサレム教会に届けたの

です。これは、同じキリストを信じる者たちが互いに愛し合う具体的な「交わりのしる

し」でした。「貧しい人たち」とは、詩編などでは、迫害下にある聖徒たちを表す表現と

してよく出てきますが、その意味も含め、実際にエルサレム教会が困窮していたことを

明らかにしているでしょう。ユダヤ人による迫害は厳しく、生活手段そのものを奪われ

るケースが後を絶たなかったからです。 

 

【結論】	

	

	 今日は、エルサレム教会と異邦人教会の「教理における一致」を見ました。キリスト

者の交わりにおいて、これほど重要なことはありません。この部分で一致していれば、

その他のことは愛によって補っていくことができる。当教会は東京福音センターの信礎

に則り、宗教改革の原理に立って歩んでいます。自分の所属する教会の考え方を説明で

きるようになると、真の仲間たちが誰であるのかを見極められます。「信仰の一致」「愛

による多様性の理解」、これが私たちの採るべきスタンスではないでしょうか。	
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【祈り】 

 

	 信じる者一人びとりに同じイエス・キリストの御霊を与え給う、天の父なる神様。同

じ福音を聞いて信じたのであれば、キリスト者は皆共通した信仰を持っているはずです。

バックグラウンドに違いはあれど、主がもたらしてくださった救いに違いはありません。

そのところで、教会が一致することができますように。心合わせて福音宣教に従事する

ことができますように。また同時に、一人びとりが異なる人間であり、つまずきを覚え

るポイントも違います。相手を理解し愛する心をも私たちに与えてください。心に傷を

負っている人がいるならば、むしろそこに慰めをもたらしていく者となることができま

すように。 

 

【祝祷】 

 

仰ぎ願わくは、 

罪の赦しという一つの福音により、教会を立て上げ給う、父なる神の愛、 

赦された者たちに、信仰の一致を与え給う、主イエス・キリストの恵み、 

愛をもって相手を理解し、痛みのあるところに手当てを施す者とならせ給う、聖霊の親

しき交わりが、 

あなたがた一同の上に、限りなくあらんことを。 

 

 


